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王
績
小
論

―
王
績
詩
に
み
え
る
「
野
」
に
つ
い
て
―

猪

井

敏

也

は
じ
め
に

王
績
（
五
九
〇
〜
六
四
四
）
―
字
は
無
功
、
東
皋
子
と
号
す
―

は
隋
末
唐
初
を
生
き
た
詩
人
で
あ
る
。
彼
の
伝
記
は
莫
逆
の
友
で

あ
っ
た
呂
才
の
「
王
無
功
文
集
序
」
に
詳
し
い
。

王
績
の
伝
記
論
に
つ
い
て
は
高
木
正
一
先
生
『
六
朝
唐
詩
論
考
』

（
創
文
社

一
九
九
九
）
や
高
木
重
俊
先
生
『
初
唐
文
学
論
』
（
研

文
出
版

二
〇
〇
五
）
に
詳
細
な
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
方
で
、
王
績
の
作
品
論
―
特
に
語
句
の
用
法
の
特
徴
な
ど
―

に
つ
い
て
述
べ
た
先
行
論
文
に
は
、『
六
朝
唐
詩
論
考
』
の
「
王
績

の
伝
記
と
文
学
」
や
『
初
唐
文
学
論
』
の
「
王
績
の
文
学
」、
ま
た

「
王
績
『
古
意
六
首
』
考
」（
加
藤
文
彬
『
中
国
文
化
：
教
育
と
研

究
』

二
〇
一
三
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
数
と
し
て
は
や

71

や
少
な
い
感
が
あ
る
。

王
績
は
「
適
」
を
何
よ
り
も
重
視
し
た
人
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

「
答
程
道
士
書
」
で
は
、

足
下
欲
使
吾
適
人
之
適
。
而
吾
欲
自
適
其
適
。

足
下

吾
を
し
て
人
の
適
に
適
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
而
る
に
吾

は
自
ら
其
の
適
に
適
せ
ん
と
欲
す
。

と
他
者
の
「
適
」
を
押
し
付
け
て
く
る
程
道
士
な
る
者
を
批
判
し

な
が
ら[

１]

、

既
無
忤
於
物
、
而
有
楽
於
身
。
故
常
縦
心
以
自
適
也
。

既
に
物
に
忤
る
る
こ
と
無
く
、
而
し
て
身
に
楽
し
み
有
り
。

み
だ

故
に
常
に
心
を
縦
に
し
て
以
て
自
ら
適
ふ
な
り
。

と
自
身
の
生
活
に
お
け
る
「
適
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
王
績

は
「
答
処
士
馮
子
華
書
」
の
中
で
「
適
意
」
と
「
会
意
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

適
意
為
楽
、
雅
会
吾
意
。

意
に
適
ひ
て
楽
し
み
を
為
す
は
、
雅
に
吾
が
意
に
会
へ
り
。

つ
ね

か
な

題
歌
賦
詩
、
以
会
意
為
功
。
不
必
与
夫
悠
悠
閑
人
相
唱
和
也
。

歌
を
題
し
詩
を
賦
す
る
は
、
会
意
を
以
て
功
と
為
す
。
必
ず

し
も
夫
の
悠
悠
た
る
閑
人
と
相
唱
和
せ
ざ
る
な
り
。
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右
の
「
会
意
」
は
当
時
の
宮
廷
文
壇
に
向
け
ら
れ
た
批
判
で
あ

り
、
故
郷
龍
門
で
隠
棲
す
る
己
の
創
作
態
度
・
意
識
を
表
明
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

王
績
に
と
っ
て
こ
う
し
た
「
適
意
」
や
「
会
意
」
が
そ
の
生
活

の
み
な
ら
ず
、
創
作
活
動
に
お
い
て
も
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
王
績
の
生
き
方
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
人

物
と
し
て
阮
籍
と
陶
淵
明
の
二
人
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
は

指
標
と
す
べ
き
隠
者
の
モ
デ
ル
と
し
て
し
ば
し
ば
作
中
に
登
場
す

る
が
、
彼
ら
の
作
品
に
対
し
て
直
接
言
及
し
た
も
の
は
多
く
な
い

[

２]

。王
績
は
龍
門
で
隠
遁
生
活
を
営
ん
だ
が
、
あ
り
ふ
れ
た
隠
者
の

日
常
生
活
を
様
々
に
描
く
中
で
「
野
」
字
を
し
ば
し
ば
使
用
し
て

お
り
、
そ
の
用
い
方
に
は
王
績
独
自
の
も
の
と
思
わ
れ
る
用
例
が

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
王
績
が
そ
の
作
中
で
用
い
た
「
野
」
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
そ
の
用
法
の
特
徴
や
新
し
さ
に
迫

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
そ
れ
が
王
績
研
究
に
お
い
て
新
た
な

視
座
を
提
示
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

一

先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り[

３]

、
王
績
は

好
ん
で
「
野
」
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
用
例
を
全
て
挙
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
『
五
巻
本
会
校

王
無
功
文
集
』（
韓
理
洲
校
点

上
海
古
藉
出
版
社

一
九
八
七
）

で
あ
る
。

【
詩
】

十
七
例

Ａ
野
楼
全
跨
逈

山
閣
半
臨
煙

（
春
日
山
荘
言
志
）

Ｂ
野
心
長
寂
寞

山
逕
本
幽
迴

（
題
黄
頬
山
壁
）

Ｃ
野
婦
調
中
饋

山
朋
促
上
樽

（
春
荘
走
筆
）

Ｄ
野
客
元
図
静

田
家
本
悪
諠

（
春
荘
走
筆
）

Ｅ
野
杯
浮
鄭
酌

山
酒
漉
陶
巾

（
嘗
春
酒
）

Ｆ
野
館
含
煙
冷

山
衣
犯
雪
寒

（
冬
夜
載
酒
於
郷
館
尋
崔
使
君

善
為
）

Ｇ
野
膳
調
藜
荏

山
衣
緝
薜
蘿

（
過
鄭
処
士
山
荘
其
一
）

Ｈ
結
衣
尋
野
路

負
杖
入
山
門

（
過
山
観
尋
蘇
道
士
不
見
題
壁

其
三
）

Ｉ
胡
麻
山
麨
様

楚
豆
野
麋
方

（
食
後
）

Ｊ
山
精
愁
鏡
厭

野
魅
怯
燈
然

（
病
後
醮
宅
）

Ｋ
野
人
迷
節
候

端
坐
隔
塵
埃

（
九
月
九
日
贈
崔
使
君
善
為
）

Ｌ
巌
居
何
啻
好

野
性
本
規
閑

（
山
家
夏
日
九
首
其
四
）

Ｍ
野
竹
欄
階
種

巌
花
入
戸
飛

（
山
家
夏
日
九
首
其
五
）

Ｎ
野
妻
臨
甕
倚

村
豎
捧
瓶
来

（
春
荘
酒
後
）

Ｏ
野
情
貪
薬
餌

郊
居
倦
蓬
蓽

（
採
薬
）

Ｐ
山
鶏
終
失
望

野
鹿
暫
辞
群

（
被
挙
応
徴
別
郷
中
故
人
）

Ｑ
空
城
寒
日
晩

平
野
暮
雲
黄

（
過
漢
古
城

※

補
遺
）

【
賦
】

四
例
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Ｒ
野
亭
鶴
唳
、
山
梁
雉
鷕
。

（
遊
北
山
賦
）

Ｓ
野
餐
二
簋
、
園
蔬
一
盤
。

（
遊
北
山
賦
）

Ｔ
翠
幕
臨
池
灞
池
曲
、
朱
帷
曜
野
横
橋
道
。

（
三
月
三
日
賦
）

Ｕ
塵
半
湿
而
街
静
、
気
全
収
而
野
華
。

（
三
月
三
日
賦
）

【
文
】

四
例

Ｖ
度
情
振
理
、
探
幽
洞
微
、
誠
非
野
人
所
敢
酬
析
。

（
重
答
杜
使
君
書
）

Ｗ
親
党
之
際
、
皆
以
山
麋
野
鹿
相
畜
。

（
答
処
士
馮
子
華
書
）

Ｘ
賢
人
充
其
朝
、
農
夫
満
於
野
。

（
答
処
士
馮
子
華
書
）

Ｙ
棄
而
散
諸
野
、
終
年
肥
遯
。

（
無
心
子
）

す
べ
て
で
二
十
五
例
を
数
え
る
が
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は

例
え
ば
Ｋ
「
九
月
九
日
贈
崔
使
君
善
為
」
詩
に
み
え
る
「
野
人
」

の
よ
う
に
、
「
野
」
を
人
の
性
質
や
属
性
を
表
す
た
め
に
使
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
基
準
に
し
て
整
理
を
加
え
る
と
、
次
の
八
例

に
し
ぼ
ら
れ
る
。

Ｂ
野
心
長
寂
寞

山
逕
本
幽
迴

（
題
黄
頬
山
壁
）

Ｄ
野
客
元
図
静

田
家
本
悪
諠

（
春
荘
走
筆
）

Ｋ
野
人
迷
節
候

端
坐
隔
塵
埃

（
九
月
九
日
贈
崔
使
君
善
為
）

Ｌ
巌
居
何
啻
好

野
性
本
規
閑

（
山
家
夏
日
其
四
）

Ｏ
野
情
貪
薬
餌

郊
居
倦
蓬
蓽

（
採
薬
）

Ｐ
山
鶏
終
失
望

野
鹿
暫
辞
群

（
被
挙
応
徴
別
郷
中
故
人
）

Ｖ
度
情
振
理
、
探
幽
洞
微
、
誠
非
野
人
所
敢
酬
析
。

（
重
答
杜
使
君
書
）

Ｗ
親
党
之
際
、
皆
以
山
麋
野
鹿
相
畜
。

（
答
処
士
馮
子
華
書
）

Ｐ
「
被
挙
応
徴
別
郷
中
故
人
」
詩
の
「
山
鶏
」
と
「
野
鹿
」
は

と
も
に
徴
に
応
じ
て
故
郷
を
離
れ
る
王
績
自
身
を
喩
え
、
Ｗ
「
答

処
士
馮
子
華
書
」
の
「
親
党
之
際
、
皆
以
山
麋
野
鹿
相
畜
」
は
「
気

心
知
れ
た
仲
間
の
付
き
合
い
で
は
、
皆
が
私
の
こ
と
を
山
野
の
鹿

と
し
て
み
な
し
て
い
る
」
と
、
「
野
人
」
と
同
じ
く
己
、
即
ち
人
の

性
質
や
属
性
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

王
績
の
「
野
人
」
に
検
討
を
加
え
る
前
に
、
王
績
以
前
の
作
品

中
に
み
え
る
「
野
人
」
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。
『
文
選
』
中

に
み
え
る
「
野
人
」
の
用
例
に
は
次
の
三
つ
が
あ
る
。

ａ
僕
野
人
也
。

（
潘
岳
「
秋
興
賦
」
序
）

ｂ
野
人
有
快
炙
背
、
而
美
芹
子
者
。（
嵇
康
「
与
山
巨
源
絶
交
書
」
）

ｃ
置
之
虚
室
、
人
野
何
弁
。

（
任
昉
「
斉
竟
陵
文
宣
王
行
状
」
）

ａ
潘
岳
「
秋
興
賦
」
序
の
李
善
注
は
『
礼
記
』
玉
藻
の
「
凡
尊

必
上
玄
酒
、
唯
君
面
尊
。
唯
饗
野
人
皆
酒
。
大
夫
側
尊
用
棜
、
士

側
尊
用
禁
。
」
を
引
く
が
、
こ
の
「
野
人
」
は
身
分
の
低
い
者
・
田

舎
者
を
指
す
。「
秋
興
賦
」
に
お
い
て
「
野
人
」
に
込
め
ら
れ
た
潘

岳
の
お
も
い
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、「
農
夫
田
父
」

に
等
し
い
教
養
の
な
い
田
舎
者
、
と
自
身
を
卑
下
す
る
謙
辞
だ
と
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捉
え
て
お
く
。

次
に
ｂ
嵇
康
「
与
山
巨
源
絶
交
書
」
で
は
「
野
人
有
快
炙
背
、

而
美
芹
子
者
。
欲
献
之
至
尊
、
雖
有
区
区
之
意
、
亦
已
疏
矣
。
願

足
下
勿
似
之
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
は
「
『
列
子
』
曰
、
『
宋
国

有
田
父
』
。
」
と
『
列
子
』
楊
朱
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
く
。
李
善
は

嵆
康
の
「
野
人
」
が
『
列
子
』
の
「
田
父
」
に
基
づ
く
と
解
し
た

の
で
あ
る
が
、
李
善
が
引
用
し
た
箇
所
の
す
ぐ
前
に
「
故
野
人
之

所
安
、
野
人
之
所
美
、
謂
天
下
無
過
者
。
昔
者
宋
国
有
田
夫
。
」

と
あ
る
の
に
拠
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
ｃ
任
昉
「
斉
竟
陵
文
宣
王
行
状
」
は
「
野
人
」
で
は
な

い
が
、
人
の
性
質
を
「
野
」
で
形
容
し
た
例
と
し
て
挙
げ
た
。
李

善
注
は
『
孟
子
』
尽
心
の
「
舜
之
居
深
山
之
中
、
与
木
石
居
、
与

鹿
豕
遊
。
其
所
以
異
於
深
山
之
野
人
者
、
幾
希
。
」
と
殷
仲
文
「
入

剡
詩
」
の
「
野
人
雖
云
隔
、
超
悟
必
有
比
」
を
引
い
て
い
る
。

ａ
か
ら
ｃ
ま
で
の
三
例
は
全
て
「
身
分
の
低
い
人
」
「
田
舎
者
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三

次
に
『
文
選
』
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
詩
に
み
え
る
「
野
人
」

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
（
逯
欽

立
輯
校

中
華
書
局

一
九
八
三
）
か
ら
は
次
の
六
例
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
野
人
雖
云
隔

超
悟
必
有
比

（
晋
・
殷
仲
文
「
入
剡
詩
」）

Ｂ
豈
但
避
霜
雪

当
儆
野
人
機

（
宋
・
鮑
照
「
詠
双
燕
詩
」）

Ｃ
心
存
野
人
趣

貴
使
容
吾
膝

（
梁
・
周
捨
「
還
田
舎
」）

Ｄ
泛
酌
宜
長
久

聊
薦
野
人
誠

（
梁
・
王
筠
「
摘
園
菊
贈
謝

僕
射
挙
」
）

Ｅ
野
人
相
就
飲

山
鳥
一
群
驚

（
北
周
・
庾
信
「
奉
答
賜
酒
」
）

Ｆ
雖
無
亭
長
識

終
見
野
人
伝

（
北
周
・
庾
信
「
奉
和
趙
王

隠
士
」）

Ａ
は
先
述
し
た
任
昉
「
斉
竟
陵
文
宣
王
行
状
」
の
「
置
之
虚
室
、

人
野
何
弁
」
の
李
善
注
に
も
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
二
句
し
か
伝

わ
ら
ず
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
Ｂ
は
宋
の
鮑
照
の
作
だ
が
、
こ

の
「
野
人
」
は
燕
を
捕
ま
え
よ
う
と
罠
を
張
る
者
で
あ
り
、
燕
に

危
害
を
加
え
る
存
在
で
あ
る
。

Ｃ
の
周
捨
と
Ｄ
の
王
筠
、
そ
し
て
Ｅ
と
Ｆ
の
庾
信
の
四
例
を
詳

し
く
見
て
み
る
。
ま
ず
周
捨
「
還
田
舎
」
詩
は
次
の
通
り
。

薄
遊
久
已
倦

薄
遊

久
し
く
已
に
倦
み

1
帰
来
多
暇
日

帰
来

暇
日
多
し

2
未
鑿
武
陵
巌

未
だ
武
陵
の
巌
を
鑿
か
ず

ひ
ら

3
先
開
仲
長
室

先
に
仲
長
の
室
を
開
く

4
松
篁
日
月
長

松
篁

日
月
に
長
く

5
蓬
麻
歳
時
密

蓬
麻

歳
時
に
密
な
り

6
心
存
野
人
趣

心
に
野
人
の
趣
を
存
し

7
貴
使
容
吾
膝

吾
が
膝
を
容
れ
し
む
る
を
貴
し
と
な
す

8
況
茲
薄
暮
情

況
や
茲
に
薄
暮
の
情

9
高
秋
正
蕭
瑟

高
秋

正
に
蕭
瑟
た
る
を
や

10
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三
句
目
「
武
陵
巌
」
は
陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
の
、

晋
太
元
中
、
武
陵
人
捕
魚
為
業
。
…
…
〈
中
略
〉
…
…
林
尽

水
源
、
便
得
一
山
。
山
有
小
口
、
髣
髴
若
有
光
。

晋
の
太
元
中
、
武
陵
の
人
魚
を
捕
へ
る
を
業
と
為
す
。
…

…
〈
中
略
〉
…
…
林

水
源
に
尽
き
、
便
ち
一
山
を
得
た
り
。

山
に
小
口
有
り
、
髣
髴
と
し
て
光
有
る
が
ご
と
し
。

を
踏
ま
え
、
四
句
目
「
仲
長
室
」
は
『
後
漢
書
』
仲
長
統
伝
に

使
居
有
良
田
広
宅
、
背
山
臨
流
、
溝
池
環
帀
、
竹
林
周
布
、
場

圃
築
前
、
果
園
樹
後
。

居
を
し
て
良
田
広
宅
有
ら
し
め
、
山
を
背
に
し
て
流
れ
に

臨
み
、
溝
池
帀
環
し
、
竹
林

周

く
布
き
、
場
圃
前
に
築
き
、

あ
ま
ね

果
園
後
に
樹
ふ
。

と
あ
る
の
に
拠
る
。
七
句
目
の
「
心
存
野
人
趣
」
は
「
私
の
心
の
中

に
は
野
人
と
し
て
の
興
趣
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
八
句
目
「
貴

使
容
吾
膝
」
は
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
「
倚
南
窓
以
寄
傲
、
審

容
膝
之
易
安
」
を
踏
ま
え
て
の
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
野

人
」
と
は
世
を
避
け
て
暮
ら
す
隠
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
隠
者
と

し
て
の
興
趣
を
胸
に
抱
く
周
捨
は
淵
明
が
「
帰
去
来
辞
」
で
述
べ

た
ご
と
く
、
狭
い
我
が
家
で
の
寛
ぎ
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
自

身
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

次
に
王
筠
「
摘
園
菊
贈
謝
僕
射
挙
」
詩
の
全
文
を
引
い
て
み
よ

う
。

霊
茅
挺
三
脊

霊
茅

三
脊
に
挺
し

1
神
芝
曜
九
明

神
芝

九
明
に

曜

く

か
が
や

2
菊
花
偏
可
憙

菊
花

偏
に
憙
ぶ
べ
し

3
碧
葉
媚
金
英

碧
葉

金
英
に
媚
ぶ

4
重
九
惟
嘉
節

重
九

惟
だ
嘉
節

5
抱
一
応
元
貞

抱
一

元
貞
に
応
ず

6
泛
酌
宜
長
久

酌
を
泛
め
ば
宜
し
く
長
久
な
る
べ
し

7
聊
薦
野
人
誠

聊
か
薦
む

野
人
の
誠

8八
句
目
に
あ
る
「
野
人
誠
」
と
は
酒
に
込
め
ら
れ
た
野
人
の
真

心
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
重
九
の
嘉
節
に
酒
を
酌
ん
で
薦
め

る
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
陶
淵
明
の
姿
を
連
想
さ
せ
る
。

王
筠
と
周
捨
、
ど
ち
ら
の
「
野
人
」
も
作
者
が
己
自
身
を
形
容

す
る
の
に
用
い
て
お
り
、
隠
者
を
指
し
て
「
野
人
」
と
表
現
し
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
野
人
」
は
同
時
に
陶
淵
明
の
姿
と
も
重
な

る
と
考
え
ら
れ
る[

４]

。

次
に
庾
信
の
二
例
を
挙
げ
る
。
ま
ず
「
奉
答
賜
酒
」
詩
か
ら
み

て
み
る
。

仙
童
下
赤
城

仙
童

赤
城
に
下
り

1
仙
酒
餉
王
平

仙
酒

王
平
に
餉
ら
る

お
く

2
野
人
相
就
飲

野
人

相
就
き
て
飲
み

3
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山
鳥
一
群
驚

山
鳥

一
群
驚
く

4
細
雪
翻
沙
下

細
雪
は
沙
を
翻
し
て
下
り

5
寒
風
戦
鼓
鳴

寒
風
は
戦
鼓
の
ご
と
く
鳴
る

6
此
時
逢
一
酔

此
の
時

一
酔
に
逢
ふ

7
応
枯
反
更
栄

応
に
枯
る
べ
く
し
て

反
っ
て
更
に
栄
ゆ

8

る
な
る
べ
し

三
句
目
「
野
人
相
就
飲
」
に
つ
い
て
、
森
野
繁
夫
先
生
は
そ
の

『
庾
子
山
詩
集
』（
白
帝
社

二
〇
〇
六
）
の
中
で
、

「
野
人
」
は
作
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
小
園
賦
」
に

「
余
有
数
畝
蔽
廬
、
寂
寞
人
外
。
～
名
為
野
人
之
家
、
是
謂

愚
公
之
谷
」（
余
に
数
畝
の
蔽
廬
有
り
、
寂
寞
と
し
て
人
外

に
あ
り
。
～
名
づ
け
て
野
人
の
家
と
為
し
、
是
れ
愚
公
の
谷

と
謂
ふ
）
と
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
次
に
「
奉
和
趙
王
隠
士
」
詩
は
一
部
の
み

を
引
用
す
る
。

澗
険
無
平
石

澗
は
険
し
く
し
て
平
石
無
く

11
山
深
足
細
泉

山
は
深
く
し
て
細
泉
足
る

12
短
松
猶
百
尺

短
き
松
す
ら
猶
ほ
百
尺

13
少
鶴
已
千
年

少
き
鶴
も

已
に
千
年

14
野
鳥
繁
弦
囀

野
鳥
は
繁
弦
の
ご
と
く
囀
り

15
山
花
焔
火
然

山
花
は
焔
火
の
ご
と
く
然
ゆ
も

16

洞
風
吹
戸
裏

洞
風
は
戸
裏
に
吹
き

17
石
乳
滴
窓
前

石
乳
は
窓
前
に
滴
る

18
雖
無
亭
長
識

亭
長
の
識
る
無
し
と
雖
も

19
終
見
野
人
伝

終
に
は
野
人
と
し
て
伝
へ
ら
れ
ん

20こ
ち
ら
「
野
人
」
に
つ
い
て
も
、
森
野
繁
夫
先
生
は
『
庾
子
山

詩
集
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

結
び
の
二
句
で
は
、
以
上
八
句
で
述
べ
た
よ
う
な
所
に
住
ん

で
お
れ
ば
、
た
と
え
亭
長
に
其
の
名
を
知
ら
れ
な
く
て
も
、

つ
い
に
は
野
人
と
し
て
名
が
伝
え
ら
れ
る
に
違
い
な
い
、
と

詠
う
。

「
終
見
野
人
伝
」
の
「
野
人
伝
」
と
は
『
後
漢
書
』
逸
民
列
伝

に
、

我
野
人
耳
、
不
達
斯
語
。
請
問
天
下
乱
而
立
天
子
邪
。
理
而

立
天
子
邪
。
立
天
子
以
父
天
下
邪
。
役
天
下
以
奉
天
子
邪
。
昔

聖
王
宰
世
、
茅
茨
采
椽
、
而
万
人
以
寧
。
今
子
之
君
、
労
人
自

縦
、
逸
遊
無
忌
。
吾
為
子
羞
之
、
子
何
忍
欲
人
観
之
乎
。

我
野
人
の
み
、
斯
の
語
に
達
せ
ず
。
請
ひ
問
ふ
、
天
下
乱

れ
て
天
子
立
つ
る
か
。
理
ま
り
て
天
子
立
つ
る
か
。
天
子
を

を
さ

立
て
て
以
て
天
下
に
父
た
ら
し
む
る
か
。
天
下
を
役
し
て
以

て
天
子
を
奉
ず
る
か
。
昔
聖
王
世
を
宰
む
る
に
、
茅
茨
采
椽
、

を
さ

而
し
て
万
人
以
て
寧
ん
ず
。
今
子
の
君
、
人
を
労
し
て
自
ら
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縱
に
し
、
逸
遊
し
て
忌
む
こ
と
無
し
。
吾
子
の
為
に
之
を
羞

づ
、
子
何
ぞ
忍
ん
で
人
を
し
て
之
を
観
し
め
ん
と
欲
す
る
か
。

と
あ
る
「
漢
濱
老
父
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
指
す
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
「
野
人
」
の
用
例
を
六
つ
挙
げ
て
検
討
し
て

み
た
が
、
Ａ
殷
仲
文
と
Ｂ
鮑
照
の
詩
に
見
え
た
「
野
人
」
は
『
文

選
』
の
三
例
と
同
じ
く
、「
身
分
の
低
い
者
」「
田
舎
者
」
ま
た
「
粗

野
な
者
」
と
い
う
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う

だ
。こ

の
二
例
と
は
異
な
り
、
Ｃ
周
捨
、
Ｄ
王
筠
、
Ｅ
・
Ｆ
庾
信
に

見
ら
れ
た
「
野
人
」
は
隠
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
。
周
舎

と
王
筠
の
「
野
人
」
に
は
陶
淵
明
の
姿
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
が
、「
野
人
」
を
隠
者
と
同
等
の
意
味
を
持
つ
語
と
し
て

詩
の
中
で
使
い
、
そ
こ
に
淵
明
の
姿
を
重
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
梁
代
に
始
ま
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
庾
信
は
そ
の
「
小
園
賦
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。一

寸
二
寸
之
魚
、
三
竿
両
竿
之
竹
。
雲
気
蔭
於
叢
蓍
、
金
精
養

於
秋
菊
。
棗
酸
梨
酢
、
桃
椃
李
薁
。
落
葉
半
牀
、
狂
花
満
屋
。

名
為
野
人
之
家
、
是
謂
愚
公
之
谷
。
試
偃
息
於
茂
林
、
乃
羨
於

抽
簪
。

自
ら
が
造
営
し
た
小
園
を
「
野
人
之
家
」
と
名
づ
け
て
い
る
が
、

こ
の
「
野
人
」
と
は
庾
信
自
身
を
指
す
。
そ
し
て
「
野
人
之
家
」

は
同
時
に
「
愚
公
之
谷
」
で
も
あ
る
、
と
庾
信
は
言
う
。
倪
注
で

は
『
説
苑
』
政
理
篇
を
引
き
な
が
ら
「
言
其
如
隠
士
之
居
也
」
と

結
び
、「
愚
公
之
谷
」
は
隠
者
の
居
処
で
も
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

「
秋
興
賦
」
序
に
て
潘
岳
が
「
僕
野
人
也
」
と
表
現
し
た
の
は
、

「
身
分
の
低
い
者
」「
田
舎
者
」
と
い
う
意
味
を
含
ま
せ
た
謙
辞
の

一
種
だ
っ
た
。
や
が
て
梁
代
に
な
る
と
そ
こ
に
隠
者
の
イ
メ
ー
ジ

が
付
与
さ
れ
、
そ
こ
は
か
と
な
く
陶
淵
明
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な

表
現
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

先
に
見
た
通
り
、
王
績
の
作
中
に
は
「
野
人
」
が
二
例
あ
っ
た
。

Ｋ
野
人
迷
節
候

端
坐
隔
塵
埃

（
九
月
九
日
贈
崔
使
君
善
為
）

Ｖ
度
情
振
理
、
探
幽
洞
微
、
誠
非
野
人
所
敢
酬
析
。

（
重
答
杜
使
君
書
）

「
九
月
九
日
贈
崔
使
君
善
為
」
詩
か
ら
検
討
を
加
え
る
。

野
人
迷
節
候

野
人

節
候
に
迷
ひ

1
端
坐
隔
塵
埃

端
座
し
て
塵
埃
を
隔
つ

2
忽
見
黄
花
吐

忽
ち
黄
花
の
吐
く
を
見
て

ひ
ら

3
方
知
素
序
迴

方
に
素
序
の
迴
る
を
知
る

4
映
巌
千
段
発

巌
に
映
じ
て
千
段
発
き

ひ
ら

5
臨
浦
万
株
開

浦
に
臨
ん
で
万
株
開
く

6
香
気
徒
盈
把

香
気

徒
ら
に
把
に
盈
つ

7
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無
人
送
酒
来

人
の
酒
を
送
り
て
来
た
る
無
し

8こ
の
崔
善
為
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
杜
之
松
と
と
も
に
「
王

無
功
文
集
序
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

貞
観
中
、
京
兆
杜
之
松
、
清
河
崔
公
善
継
為
本
州
刺
史
、
皆

請
与
君
相
見[

５]

。
君
曰
、
奈
何
悉
欲
坐
召
厳
君
平
耶
。
竟
不
見
。

崔
、
杜
高
君
調
趣
、
卒
不
敢
屈
。
歳
時
贈
以
美
酒
、
鹿
脯
、
詩

書
往
来
不
絶
。

貞
観
中
、
京
兆
の
杜
之
松
、
清
河
の
崔
公
善
継
ぎ
て
本
州

刺
史
と
為
り
、
皆

君
と
相
見
ん
こ
と
を
請
ふ
。
君
曰
く
、

み

奈
何
ぞ
悉
く
坐
し
て
厳
君
平
を
召
さ
ん
と
欲
す
る
か
と
。
竟

に
見
え
ず
。
崔
、
杜

君
の
調
趣
を
高
し
と
し
、
卒
に
敢
え

ま
み

て
屈
せ
ず
。
歳
時
に
は
贈
る
に
美
酒
、
鹿
脯
を
以
て
し
、
詩

書
の
往
来
絶
え
ず
。

一
句
目
の
「
野
人
」
と
は
王
績
自
身
の
こ
と
。
二
句
目
に
「
端

坐
隔
塵
埃
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
野
人
」
は
世
俗
を
離
れ
た
隠
士
を

表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
野
人
」
で
あ

る
王
績
が
愛
で
る
も
の
は
菊
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
周
捨
や
王
筠

の
流
れ
を
汲
む
表
現
と
い
え
る
。

七
・
八
句
目
「
香
気
徒
盈
把
、
無
人
送
酒
来
」
は
『
芸
文
類
聚
』

巻
四
・
九
月
九
日
に
引
く
「
『
続
晋
陽
秋
』
曰
、
『
陶
潜
嘗
九
月
九

日
無
酒
、
宅
辺
菊
叢
中
、
摘
菊
盈
把
。
坐
其
側
久
、
望
見
白
衣
至
。

乃
王
弘
送
酒
也
。
即
便
就
酌
酔
而
後
帰
』
。
」
や
『
宋
書
』
隠
逸
伝
・

陶
潜
伝
の
「
嘗
九
月
九
日
無
酒
。
出
宅
辺
菊
叢
中
坐
久
、
値
弘
送

酒
至
、
即
便
就
酌
、
酔
而
後
帰
。」
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
高
木
正
一
先
生
は
『
六
朝
唐
詩
論
考
』
「
王
績
の
伝
記
と

文
学
」
の
中
で
、

王
弘
に
な
ぞ
ら
え
た
崔
善
為
に
送
酒
を
請
う
詩
で
あ
る
が
、

お
の
れ
は
ま
た
、
淵
明
そ
の
人
に
な
り
き
っ
た
つ
も
り
で
、

古
典
的
な
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

で
は
次
に
Ｖ
の
「
重
答
杜
使
君
書
」
に
み
え
る
「
野
人
」
に
つ

い
て
、
前
後
を
少
し
合
わ
せ
て
引
用
し
て
み
る
。

月
日
。
佐
史
楊
方
至
。
奉
報
書
、
兼
枉
別
帖
、
垂
問
家
礼
喪

服
新
義
五
道
。
度
情
振
理
、
探
幽
洞
微
、
誠
非
野
人
所
敢
酬
析
。

但
先
人
遺
旨
、
頗
会
恭
習
。

月
日
。
佐
史
楊
方
至
る
。
報
書
を
奉
じ
、
兼
ぬ
る
に
別
帖

を
枉
げ
、家
礼
喪
服
新
義
五
道
を
垂
問
す
。情
を
度
り
理
を

振

は
か

と
と
の

へ
、
幽
を
探
り
微
に
洞
る
こ
と
、
誠
に
野
人
の
敢
え
て
酬
析

と
ほ

す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
但
だ
先
人
の
旨
を
遺
す
の
み
。
頗

る

恭

ん
で
習
ふ
に
会
ふ
。

つ
つ
し

か
な

刺
史
の
杜
之
松
が
楊
方
な
る
者
を
遣
わ
し
、
王
績
に
「
家
礼
・

喪
服
新
義
」
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
王
績
は
、｢

野
人｣

で
あ
る
私
が
わ
ざ
わ
ざ
詳
し
く
解
説
す
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る
こ
と
も
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
の
「
野
人
」
は
謙
辞
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
陶
淵
明
の
姿
を
重
ね
て
い
る

と
も
い
え
そ
う
だ
。

杜
之
松
と
の
や
り
取
り
は
複
数
回
あ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、

「
重
答
杜
使
君
書
」
以
前
の
書
簡
「
答
刺
史
杜
之
松
書
」
の
中
で

王
績
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

兄
弟
以
俗
外
相
期
、
郷
閭
以
狂
生
見
待
。
歌
去
来
之
作
、
不

覚
情
親
、
詠
招
隠
之
詩
、
唯
憂
句
尽
。
帷
天
席
地
、
友
月
交
風
。

新
年
則
柏
葉
為
樽
、
仲
秋
則
菊
花
盈
把
。

兄
弟

俗
外
を
以
て
相
期
し
、
郷
閭

狂
生
を
以
て
待
せ

ら
る
。
去
来
の
作
を
歌
へ
ば
、
情
の
親
き
を
覚
え
ず
、
招
隠

ち
か

の
詩
を
詠
へ
ば
、
唯
だ
句
の
尽
く
る
を
憂
ふ
の
み
。
天
を
帳

と
し
地
を
席
と
し
、
月
を
友
と
し
風
と
交
は
る
。
新
年
に
は

則
ち
柏
葉
を
樽
と
為
し
、
仲
秋
に
は
則
ち
菊
花
把
に
盈
つ
。

「
去
来
之
作
」
は
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
兮
辞
」
で
あ
り
、「
菊
花

盈
把
」
は
先
に
引
用
し
た
王
弘
が
酒
を
送
っ
て
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
想
起
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
杜
之
松
か
ら
の
返
事
も
残
っ
て

い
る
。敬

想
結
廬
人
境
、
植
杖
山
阿
。
林
壑
地
之
所
豊
、
烟
霞
性
之

適
所
。
蔭
丹
桂
、
藉
白
茅
、
濁
酒
一
杯
、
清
琴
数
弄
、
誠
足
楽

也
。
此
真
高
士
、
何
謂
狂
生
。

敬
ひ
て
廬
を
人
境
に
結
び
、
杖
を
山
阿
に
植
く
を
想
ふ
。

つ

林
壑
は
地
の
豊
か
な
る
所
、
烟
霞
は
性
の
適
す
る
所
。
丹
桂

を
蔭
と
し
、
白
茅
を
藉
き
、
濁
酒
一
杯
、
清
琴
数
弄
し
、
誠

に
楽
し
む
に
足
る
な
り
。
此
れ
真
の
高
士
、
何
ぞ
狂
生
と
謂

は
ん
や
。

「
結
廬
人
境
」
は
明
ら
か
に
陶
淵
明
の
「
飲
酒
」
其
五
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
り
、
杜
之
松
は
王
績
に
陶
淵
明
の
姿
を
重
ね
て
対

応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
崔
善
為
、
杜
之
松
ら
と
の
間
に
為
さ
れ
た
や
り

と
り
の
中
で
、
王
績
は
「
淵
明
そ
の
人
に
な
り
き
っ
た
つ
も
り
」

で
い
た
だ
ろ
う
し
、
二
人
の
刺
史
も
そ
れ
を
認
め
、
遊
戯
的
な
色

彩
の
あ
る
交
流
を
続
け
て
い
た
と
い
え
る[

６]

。

王
績
の｢

野
人｣

は
以
上
の
二
例
だ
が
、
他
に
Ｄ
の
「
春
荘
走
筆
」

に
見
え
た
「
野
客
」
が
あ
る
。
詩
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、

野
客
元
図
静

野
客

元
よ
り
静
を
図
り

1
田
家
本
悪
諠

田
家

本
よ
り
諠
を
悪
む

2
枕
山
通
箘
閣

山
に
枕
し
て
箘
閣
に
通
じ

3
臨
礀
創
茅
軒

礀
に
臨
ん
で
茅
軒
を
創
る

4
約
略
栽
新
柳

約
略

新
柳
を
栽
え

5
随
宜
作
小
園

随
宜

小
園
を
作
る

6
草
依
三
径
合

草
は
三
径
に
依
り
て
合
し

7
花
接
四
鄰
繁

花
は
四
隣
に
接
し
て
繁
し

8『
王
績
文
集
』（
夏
連
保
校
注

三
晋
出
版
社

二
〇
一
六
）
で
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は
「
野
客
」
に
注
し
て
「
山
野
之
客
也
。
此
処
作
者
自
喩
。」
と
あ

り
、
王
績
自
身
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈
す
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て

は
王
績
以
前
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

「
野
人
」
や
「
野
客
」
に
み
え
る
通
り
、
王
績
は
「
野
」
に
世

俗
を
離
れ
た
隠
者
の
意
味
を
含
ま
せ
て
用
い
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
「
野
」
は
ま
た
己
自
身
の
心
の
有
様
を
表
す
の
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。

Ｂ
野
心
長
寂
寞

山
逕
本
幽
迴

（
題
黄
頬
山
壁
）

Ｌ
巌
居
何
啻
好

野
性
本
規
閑

（
山
家
夏
日
九
首
其
四
）

Ｏ
野
情
貪
薬
餌

郊
居
倦
蓬
蓽

（
採
薬
）

Ｂ
の
「
野
心
」
に
つ
い
て
は
『
王
績
詩
文
集
校
注
』
（
金
栄
華

新
文
豊
出
版
公
司

一
九
九
八
）
の
注
に
「
閑
散
不
羈
之
心
」
と

あ
り
、『
王
績
文
集
』
の
注
に
お
い
て
も
同
様
の
解
釈
を
し
て
い
る
。

「
野
心
」
の
用
例
を
『
文
選
』
に
当
た
っ
て
み
る
と
、

唯
北
狄
野
心
、
掘
強
沙
塞
之
閒
。

（
丘
遅
「
与
陳
伯
之
書
」）

而
操
豺
狼
野
心
、
潜
包
禍
謀
。

（
陳
琳
「
為
袁
紹
檄
豫
州
」
）

二
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
獣
の
よ
う
な

心
、
獰
猛
な
心
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
王
績
の｢

野
心｣

と
は
意
味

の
上
で
異
な
る
。
王
績
の
用
い
た｢

野
心｣

は
従
来
の
語
に
王
績
独

自
の
解
釈
を
加
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

Ｌ
の
「
山
家
夏
日
」
詩
で
は
自
身
の
性
質
を
「
野
性
」
と
表
現

し
て
お
り
、『
王
績
詩
文
集
校
注
』
で
は
「
郷
野
不
宜
仕
宦
之
個
性
」

と
注
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
野
性
本
規
閑
」
は
閑
静
を
旨
と
す
る

点
に
お
い
て
前
掲
「
野
客
元
図
静
」
と
非
常
に
よ
く
似
た
表
現
だ

と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
語
も｢

野
客｣

同
様
、
王
績
以
前
の
用

例
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

Ｏ
の
「
野
情
」
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
指
摘
が
あ
り[

７]
、
ま

た
『
王
績
詩
文
集
校
注
』
『
王
績
文
集
』
は
と
も
に
「
愛
好
山
野
之

心
」
と
注
し
て
あ
る
。

な
お
、
こ
の｢

野
情｣

に
関
し
て
は
庾
信
の
「
奉
和
永
豊
殿
下
言

志
」
其
十
に
用
例
が
一
つ
だ
け
確
認
で
き
た
。

野
情
風
月
曠

野
情

風
月

曠
く

山
心
人
事
疏

山
心

人
事

疏
な
り

森
野
繁
夫
先
生
は
こ
の｢

野
情｣

に
つ
い
て
『
庾
子
山
詩
集
』
の

中
で
、「

野
情
は
野
に
住
む
者
（
自
分
）
の
思
い
」

「
山
心
は
、
山
中
に
棲
ん
で
い
る
者
（
自
分
）
の
心
」

と
解
釈
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。「
野
情
」
と
は
、
雄
大
な
自
然
に
包
ま

れ
、
世
俗
か
ら
遠
ざ
か
る
心
境
を
表
現
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。｢

山

心
人
事
疏｣

は
人
事
の
煩
わ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
一
つ
の
静
寂

を
詠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

｢

野
人｣

｢

野
客｣

は
山
野
を
好
む
隠
者
を
表
し
、「
野
心
」「
野
性
」
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「
野
情
」
の
「
野
」
は
閑
静
を
愛
す
る
隠
者
の
性
質
そ
の
も
の
を

表
現
す
る
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
野
性
」｢

野
心｣

は
王
績
の
独
自
解
釈
を
含
む
、
彼
の
考
案
し
た
新
た
な
表
現
の
一

つ
と
し
て
数
え
ら
れ
そ
う
だ
。
ま
た｢

野
情｣

に
つ
い
て
は
庾
信
以

前
の
詩
に
そ
の
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

五

王
績
は
そ
の
作
中
で
「
野
」
を
好
ん
で
使
用
し
て
お
り
、
本
稿

冒
頭
に
二
十
五
例
を
列
挙
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
「
野
」
は

人
の
性
質
や
属
性
を
表
す
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
「
野
」

を
含
む
表
現
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、
質
素
・
粗
末
な
も
の
と

い
う
意
味
を
加
え
る
「
野
」
が
多
く
あ
る
中
で
、
王
績
以
前
の
詩

に
は
確
認
の
で
き
な
い
「
野
」
の
用
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｃ
野
婦
調
中
饋

山
朋
促
上
樽

（
春
荘
走
筆
）

Ｎ
野
妻
臨
甕
倚

村
豎
捧
瓶
来

（
春
荘
酒
後
）

Ｃ
「
野
婦
」
に
つ
い
て
『
王
績
詩
文
集
校
注
』
で
は
「
王
績
於

首
句
自
称
山
野
之
人
、
此
謂
其
妻
。」
と
あ
り
、
そ
れ
は
『
王
績
文

集
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
Ｄ
「
野
妻
」
に
つ
い
て
は
ど
ち

ら
も
注
を
施
し
て
い
な
い
が
、
Ｃ
「
野
婦
」
同
様
、「
野
人
」
で
あ

る
王
績
の
妻
と
い
う
解
釈
で
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う[

８]

。「
山
朋
」

は
山
野
を
愛
好
す
る
友
人
、「
村
豎
」
は
村
の
子
ど
も
た
ち
だ
が
、

都
会
の
喧
噪
を
離
れ
た
侘
び
住
ま
い
の
中
で
、
気
心
知
れ
た
友
人

や
家
族
と
過
ご
す
場
面
を
描
く
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

王
績
は
「
野
」
に
よ
っ
て
自
身
の
個
性
を
表
現
し
た
。
そ
の
源

に
あ
る
の
は
梁
代
に
始
ま
る｢

野｣

と
陶
淵
明
を
重
ね
た
表
現
だ
と

い
え
る
。
王
績
は｢

野
人｣

と
し
て
の
己
の
日
常
生
活
を
描
き
、
ま

た
己
の
価
値
観
を
述
べ
る
た
め
、
淵
明
を
連
想
さ
せ
る
菊
や
そ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
配
置
し
て
み
せ
た
。
ま
た
「
野
客
」「
野
性
」

は
王
績
以
前
の
作
に
は
み
え
ず
、「
野
心
」
に
つ
い
て
も
王
績
と
同

様
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
は
み
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
績
は

自
身
の
個
性
や
自
身
の
存
在
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
「
野
」
を

重
視
し
、「
野
」
に
新
た
な
価
値
を
付
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
「
野
人
」

「
野
情
」
の
用
法
を
手
掛
か
り
と
し
て
王
績
に
対
す
る
庾
信
の
直

接
の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
取
り
上
げ
た
呂
才
『
王
無
功
文
集
序
』

で
は
王
績
の
多
才
ぶ
り
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
当
時
の
文
壇
の
長
老
で
も
あ

っ
た
薛
道
衡
に
自
作
の
賦
「
登
龍
門
憶
禹
賦
」
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、

「
今
之
庾
信
也
」
と
激
賞
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
こ
の
「
登
龍
門
憶
禹
賦
」
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、

現
在
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
王
績
が
こ
の
賦
を
薛
道
衡
に
見
せ
た
の

は
十
五
歳
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
現
存
す
る
王
績
の
賦
に
は
五
言

句
や
七
言
句
の
詩
句
の
多
用
、
反
復
的
技
巧
を
用
い
る
な
ど
の
特

徴
が
見
ら
れ
、
梁
の
宮
廷
文
学
の
流
れ
を
汲
む
と
の
指
摘
が
あ
る
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[

９]

。
現
存
す
る
王
績
の
賦
は
全
部
で
四
作
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
三

月
三
日
賦
」
は
彼
が
十
九
歳
頃
の
作
で
あ
り
、
貴
権
に
よ
る
推
輓

を
期
待
し
た
い
わ
ゆ
る
就
職
活
動
の
為
の
賦
で
あ
っ
た
。

筆
者
が
考
え
て
い
る
の
は
、
王
績
は
幼
い
頃
か
ら
庾
信
の
作
品

を
学
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
当
時

の
宮
廷
に
お
け
る
流
行
を
意
識
し
た
就
職
活
動
と
し
て
の
意
味
合

い
を
強
く
持
つ
。
そ
の
過
程
で
、
王
績
が
庾
信
の
作
品
群
か
ら
大

き
な
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

本
論
文
で
は
王
績
の
「
野
」
に
注
目
し
、
そ
の
独
自
性
に
つ
い

て
幾
許
か
の
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
中
で
浮
か
び
上
が
っ
た
の
が

庾
信
と
の
関
連
性
だ
が
、
「
野
人
」
「
野
情
」
の
用
法
を
指
摘
す
る

だ
け
で
は
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
今
後
は
王
績
と
庾
信
の
詩
語
の
類
似
点
に
つ
い
て
考
察
し
、

筆
者
が
提
起
し
た
王
績
と
庾
信
の
関
連
性
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的

に
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注

[

１]

『
初
唐
文
学
論
』（
高
木
重
俊

研
文
出
版

二
〇
〇
五
）
第
一
節
「
王

績
伝
論
」
の
６
「
盛
世
に
疎
外
さ
れ
た
隠
者
」
参
照
。

[

２]

「
答
処
士
馮
子
華
書
」
中
に
み
え
る
「
陶
生
云
、
富
貴
非
吾
願
、
帝

郷
不
可
期
。」
な
ど
は
そ
の
少
な
い
好
例
と
い
え
る
。

[

３]

『
中
国
神
仙
詩
の
研
究
』
（
金
秀
雄

及
古
書
院

二
〇
〇
八
）
第
四

章
「
初
唐
の
神
仙
詩
（
其
の
一
）
―
王
績
と
盧
照
鄰
」
に
「
冒
頭
に
挙

げ
た
『
野
情
』
の
『
野
』
と
は
、
王
績
が
好
ん
で
用
い
る
語
で
、
こ
こ

で
は
山
野
の
こ
と
。
『
野
情
』
と
は
、
そ
こ
へ
帰
っ
た
時
得
ら
れ
る
感

興
に
他
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
王
績
は
、『
野
』
と
い
う

語
を
好
ん
で
用
い
る
。『
黄
頬
山
』
、『
野
心
長
寂
寞
、
山
逕
本
幽
迴
』。

『
九
月
九
日
贈
崔
使
君
善
為
』
、『
野
人
迷
節
候
、
端
坐
隔
塵
埃
』
。『
嘗

春
酒
』
、『
野
觴
浮
鄭
酌
、
山
酒
漉
陶
巾
』
。」
と
あ
る
。

[

４]

陶
淵
明
＝
「
野
人
」
と
す
る
先
行
論
文
に
「
元
稹
の
詩
に
見
え
る
『
野

人
』
」（
長
谷
川
真
史

『
九
州
中
国
学
会
報
』

二
〇
一
六
）
が
あ

54

る
が
、
そ
の
中
で
「
こ
の
よ
う
に
、
元
稹
は
隠
逸
を
志
向
す
る
『
野
人
』

の
理
想
像
を
陶
淵
明
に
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
理
想

像
と
し
て
の
『
野
人
』
陶
淵
明
は
元
稹
の
文
学
的
思
想
の
み
な
ら
ず
、

生
活
様
式
や
審
美
的
な
価
値
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

[

５]

『
王
績
文
集
』（
夏
連
保
校
注

三
晋
出
版
社

二
〇
一
六
）
に
、「
又

王
績
集
中
有
与
崔
善
為
往
来
詩
文
、
崔
善
為
貞
観
中
曾
為
泰
州
刺
史
。

而
王
績
所
隠
居
之
龍
門
曾
於
武
徳
二
年
至
貞
観
十
七
年
間
隷
泰
州
。
故

此
所
謂
崔
公
善
者
、
亦
必
為
崔
公
善
為
之
誤
無
疑
。」
と
あ
る
。

[

６]

注[

１]

前
掲
書
第
一
節
「
王
績
伝
論
」
の
６
「
盛
世
に
疎
外
さ
れ
た

隠
者
」
参
照
。

[

７]

注
３
を
参
照
。

[

８]

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
论
王
绩
的
婚
姻
诗
」
（
王
辉
斌

南
阳
师
范

学
院
学
报

二
〇
〇
九
）
に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。
「
其
一
是
『
野
』

性
鲜
明
、
『
野
』
趣
盎
然
。
这
是
王
绩
婚
姻
诗
有
别
于
唐
代
其
他
诗
人

同
类
之
作
的
一
个
最
为
明
显
的
特
点
。
这
一
特
点
的
形
成
、
与
王
绩
『
性

本
爱
丘
山
』
（
陶
渊
明
诗
句
）
的
隐
居
生
活
特
性
、
以
及
其
喜
欢
在
诗

中
自
称
『
野
人
』
・
『
逸
人
』
・
『
野
客
』
・
『
山
人
』
之
雅
好
、
乃
是
关
系

甚
为
密
切
的
。
这
其
实
是
王
绩
『
野
性
』
（
王
绩
有
『
野
性
本
规
闲
』
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的
诗
句
、
见
《
山
家
夏
日
九
首
》
其
四
）
性
格
的
一
种
具
体
表
现
。
正

是
因
为
王
绩
有
着
这
样
的
一
种
表
现
、
或
者
说
王
绩
有
喜
『
野
』
与
爱

『
野
』
之
嗜
好
的
缘
故
、
才
导
致
了
他
在
婚
姻
诗
中
、
经
常
性
地
对
其

妻
子
以
『
野
妻
』
・
『
野
妇
』
进
行
戏
称
。
由
于
这
两
种
『
野
』
的
存
在
、

而
使
得
王
绩
的
婚
姻
诗
充
满
了
『
野
』
性
・
『
野
』
味
与
『
野
』
趣
、

从
而
增
强
了
作
品
的
生
活
气
息
、
并
给
人
以
强
烈
的
审
美
感
受
。
」

[

９]

注[

１]

前
掲
書
第
一
節
「
王
績
伝
論
」
の
２
「
王
氏
の
伝
統
と
王
績

の
少
年
期
」
参
照
。
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